
第９回 利賀ダム建設事業監理委員会資料

事業の実施状況等に関する事項
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１．利賀ダム建設事業の全体計画について



利 賀 ダ ム 全 体 計 画

令和３年度以降

令和２年度までに着手済(完成含む)

凡 例
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利賀トンネル （１・2工区）

パイロット道路

河床進入トンネル
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右岸地盤

変動域対策

大豆谷地区

斜面対策
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利 賀 ダ ム 概 略 工 程 3

※この工程は現時点での想定です。



２．事業の実施状況について



一般国道471号

一般国道156号

シクルビ谷橋（110m）

利賀湖面橋（348m）

押谷トンネル
（0.9km）

松谷橋(53m)
長崎橋（72m）

利賀大橋（367m）

砺
波
方
面

下島大橋（192m）

岩渕橋（67m）

岐
阜
方
面

豆谷ダム
関西電力(株)

南 砺 市

大牧発電所

大牧温泉

庄 川

利 賀 川

６ 利賀ダム転流工事
[令和３年～令和５年]

予 算 概 要

利賀トンネル（河床進入）工事
[令和元年～令和４年]

３

５ 転流工施工ヤード工事

４ 利賀ダム河床進入トンネル工事
[平成３０年～令和３年]

８ 北豆谷地区貯水池
斜面対策進入路工事

利賀ダム

※利賀大橋・長崎橋を含む約７００m区間は、平
成３０年１０月１４日に一般供用済み。

14 利賀ダム工事用道路他維持修繕工事

栗当

大牧

利賀村
大豆谷

北島

草嶺

押場

北原

長崎

高沼

北豆谷

岩渕

島地

利賀市民センター

平成15年度水没家屋
全戸移転完了
（全３家屋）

付替河道

12

岩渕地区河道付替工事

10

利賀ダム付替市道整備その２工事

豆谷大橋（259m）

シクルビ谷ヤード整備工事１

利賀ダム付替市道整備その２工事12

岩渕地区河道付替工事９

岩渕地区河道付替その２工事10

13 喜三郎谷土捨場整備工事
７ 押場地区貯水池斜面対策進入路工事

令和３年度実施

令和４年度以降実施予定

令和２年度迄実施

凡 例

（令和２補正予算箇所含む）

２ 利賀トンネル（２工区）工事
[令和３年～令和６年]

ダム本体

２

利賀トンネル(河床進入)工事

転流工
施工ヤード

３

利賀トンネル(２工区)工事

４ 河床進入トンネル工事

岩渕地区河道付替その２工事

９

５ 転流工施工ヤード工事

６ 利賀ダム転流工工事

転流工
（呑口部）

上流仮締切

作業トンネル坑口

６ 利賀ダム転流工工事

ダム本体

利賀ダム付替市道整備工事11

利賀ダム付替市道整備工事11

付替市道

令和元年度
国土交通省 北陸地方整備局

利賀ダム工事事務所令 和 ３ 年 度 工 事 概 要
国土交通省北陸地方整備局

利賀ダム工事事務所 R３.４月

令和２年度
（補正含む） 令和３年度

４１．０ 億円
３３．８ 億円
（４５．５ 億円）
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５ 転流工施工ヤード工事
６ 利賀ダム転流工事 転流工（吐口）



S.W.L（洪水時最高水位） ：EL.434.5m
N.W.L（平常時最高貯水位）：EL.411.0m

 利賀ダム建設事業においては、湛水により地下水位が上昇するため斜面が不安定化する箇所があることから、斜面対策を実施する。
 ダム完成までの工程から、貯水池斜面対策を令和６年度までに着手する必要があるため、現在対策工のための工事用道路を進めている。
 特に地盤変動域及び押場地区は、必要な対策工が大規模なため測量・地質調査を進めながら詳細設計を行い、地すべり管理者との協議・
調整を進めている所である。

 対策工事は範囲が広く地元への影響が大きいことから、関係地元住民への説明を行っている。（昨年秋から説明会を延べ４回開催）

貯水池周辺斜面対策について

地すべり防止区域

ダムサイト

利賀川
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押え盛土工
＋

河道付替アンカー工

大豆谷地区

岩渕地区

排土工

北豆谷地区

排水トンネル
排土工
深礎杭工

押場地区

排土工
深礎杭工
アンカー工

地盤変動域



ダム本体工事に先立ち、工事を安全かつ合理的に行うために、一時的に河流を切り替えて施工現場をド
ライにする「転流工」に着手する。
転流工には川の一部を締め切る「半川締切」と河川水をバイパスする「仮排水路」があるが、河道が狭

い利賀ダムでは仮排水路（トンネル型式）を採用している。

3令和３年度転流工着手
7

河床進入トンネル

仮桟橋

転流工施工ヤード

転流工
仮排水路トンネル

利賀ダム

上流仮締切

利賀トンネル
（一般国道471号利賀バイパス）

連絡トンネル



転流工施工手順（１）

• 仮排水路トンネル 覆工＋インバート

連絡トンネル

仮排水路トンネル

作業坑

・R4.6～12

河床進入トンネルから分岐する連絡トンネルと仮排水路トンネ
ル吐口 の２方向から掘削を開始する。

春先の融雪出水があるため、吞口部及び作業坑は貫通手前
で掘削を終了する。

令和５年１～５月

8

連絡トンネル

仮排水路トンネル

作業坑

令和４年６～１２月 • 連絡トンネル掘削
• 仮排水路トンネル掘削

• 作業坑 貫通手前まで掘削
• 仮排水路トンネル 貫通手前まで掘削

吐口

呑口

覆工コンクリート

4200

インバートコンクリート

利賀川

呑口

※施工手順（工程）については設計段階のものであり変更となる場合がある。

・R5.1～5

冬期間及び融雪出水のある春先まではトンネル内の覆工及
びインバート工を行う。



令和５年６～７月 • 連絡トンネル コンクリート舗装
• 作業坑 貫通
• 吞口施工ヤード整備

転流工施工手順（２）

• 作業坑 坑門工施工
• 吞口工 迎え掘り貫通、坑門工施工

仮排水路トンネル

・R5.6～7

作業坑を貫通させ、吞口部を迎え掘りするための吞口施工
ヤードを整備する。

令和５年８～９月 ・R5.8～9

作業坑の坑門工及び吞口工の貫通・坑門工を行う。

吞口施工ヤード

呑口
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作業坑

連絡トンネル

仮排水路トンネル

吐口

貫通

貫通

※施工手順（工程）については設計段階のものであり変更となる場合がある。



転流工施工手順（３）
• 上流仮締切 造成
• 仮排水路トンネル吐口水路 造成

連絡トンネル

仮排水路トンネル

作業坑

・R5.10～12

上流仮締切を造成するとともに、下流の施工ヤードを掘削して
吐口水路を整備する。

令和５年１０～１２月

連絡トンネル

仮排水路トンネル

ダム本体掘削前 ・ダム本体掘削前
上流仮締切のゲートを落とし込み、河流を仮排水路トンネルを
通して転流させ、ダム軸周辺をドライにする。

• 上流仮締切 ゲート落とし込み
• 転流開始
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上流仮締切ゲート

※施工手順（工程）については設計段階のものであり変更となる場合がある。



①シクルビ谷ヤード整備工事 令和２年６月撮影

令和２年度実施

令和３年度実施

令和４年度以降実施予定

平成３１（令和元）年度迄実施

凡 例

利賀トンネル（1工区）

（起点）
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B:補強土壁部A:軽量盛土（ｳﾚﾀﾝ発砲）部

B

A

軽量盛土

改良盛土

補強土壁工



②利賀トンネル（２工区）工事 ③利賀トンネル（河床進入）工事
④利賀ダム河床進入トンネル工事 ⑤転流工施工ヤード工事 ⑥利賀ダム転流工事

河床進入トンネル工事
ダムサイト 標準断面図

高低差５０ｍ

令和元年５月撮影

林道連絡
トンネル

河床進入トンネル工事 令和2年8月26日10:16貫通

利賀ダム転流工事

令和２年度実施

令和３年度実施・着手

令和４年度以降実施予定

平成３１（令和元）年度迄実施

凡 例

転流工施工ヤード工事
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③利賀トンネル（河床進入）工事 令和３年４月撮影

下島大橋

中央排水工施工状況 セントル組立状況

切羽地質状況（TD=966.9ｍ、CⅡ-b（1.2m）パターン） 吹付状況

セントル(型枠)組立状況

吹付状況切羽地質状況

中央排水施工状況
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7

豆谷大橋

④利賀ダム河床進入トンネル工事 1

林道連絡トンネル坑口部 （令和２年８月撮影） トンネル交差部

林道連絡
トンネル河床進入

トンネル

河床進入トンネル坑内（拡幅部）
（林道連絡トンネルから200m付近 終点側を望む）

令和２年１１月撮影

河床進入トンネル坑口部（終点側） 14



⑥利賀ダム転流工事
令和２年８月撮影

転流工（呑口部）

作業トンネル坑口

仮締切

ダム本体

令和３年度実施

凡 例
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7⑤転流工施工ヤード工事
⑥利賀ダム転流工事

1

令和３年６月撮影

河床進入トンネル

転流工施工ヤード
兼

下流締切

仮桟橋

転流工施工ヤード 断面図

瀬替え水路

転流工（吐口部）
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令和３年度実施

令和４年度以降実施予定

凡 例



⑦押場地区貯水池斜面対策進入路工事
⑧北豆谷地区貯水池斜面対策進入路工事

10

林道下山線

国道471号

令和元年５月撮影

北豆谷地区貯水池斜面
対策進入路工事

押場地区貯水池
斜面対策進入路工事

令和２年度実施

令和３年度実施

令和４年度以降実施予定

既設道路

凡 例

平成３１（令和元）年度迄実施

標準断面図（押場地区）

工事用道路

切土
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ケース1 工事費：80百万円
ケース3 工事費：120百万円

標準断面図

(2)【単費】北豆谷地区貯水池斜面対策進入路整備工事 〔工事費(単費)120百万円〕⑧北豆谷地区貯水池斜面対策進入路工事

令和３年度実施

令和４年度以降実施予定

平成３１（令和元）年度迄実施

凡 例

補強土壁工

工事用道路
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令和元年５月撮影



岩渕橋

⑨岩渕地区河道付替工事 ⑩岩渕地区河道付替その２工事
⑪利賀ダム付替市道工事 ⑫利賀ダム付替市道その２工事 令和元年５月撮影

令和２年度実施

令和３年度実施

令和４年度以降実施予定

既設道路

凡 例

平成３１（令和元）年度迄実施

現地状況 令和3年7月時点
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至八尾

喜三郎土砂置場

喜三郎橋

⑬喜三郎谷土捨場整備工事
令和元年５月撮影

令和２年度実施

令和３年度実施

令和４年度以降実施予定

既設道路

凡 例

喜三郎谷

喜三郎谷

喜三郎土砂置場

現地状況 令和2年8月時点

20


